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《 ＨＰＶワクチンに関する情報 》

杉並区 HPV

 ＨＰＶ（ﾋﾄﾊﾟﾋﾟﾛｰﾏｳｲﾙｽ）感染症  予防接種の説明 

 

HPV ワクチンは、平成 25 年 4 月に予防接種法に基づく定期接種に位置づけられました。平成 25 年 6 月から、

積極的な勧奨（個別に接種を勧める内容の文書をお送りすること）を一時的に差し控えていましたが、令和３年

11 月に、専門家の評価により、「HPV ワクチンの積極的勧奨を差し控えている状況を終了させることが妥当」と

され、原則、令和 4 年 4 月から、他の予防接種と同様に、個別の勧奨を行うこととなりました。 

また、令和 5 年 4月より、9 価のＨＰＶワクチンが 2価・4価ワクチンと同様に定期接種の対象となります。15

歳未満の方が、9価ワクチンの標準接種スケジュールで接種を開始する場合、接種回数が 2回で完了となる予定で

す。接種するワクチンの種類やスケジュールは、接種する医療機関に相談してください。 

なお、積極的な勧奨を差し控えている間に定期接種対象であった平成 9 年度生まれから平成 18 年度生まれの女

子で未接種の方を対象として、接種機会の確保の観点から、令和 7 年 3 月 31 日までキャッチアップ接種を行いま

す（平成 19 年度生まれの方も定期期間終了後に対象となります）。 

※既に接種している方にもご案内が届く場合があります。接種履歴等は、母子健康手帳等でご確認ください。 
 
【 ＨＰＶと子宮頸がん 】 

子宮頸がんは子宮の頸部（子宮の出口に近い部分）にできるがんで、若い世代の女性のがんの中で多くを占める

がんです。日本で子宮頸がんになる人は年間約 11,000 人、約 2,900 人の女性が亡くなっています。 

子宮頸がんの主な原因は、HPV（ヒトパピローマウイルス）の感染とされています。HPV には 200 種類以上のタ

イプがあり、子宮頸がんの原因となるタイプが少なくとも 15 種類あることがわかっています。 

HPV 感染は、主に性的接触によって起こります。一生のうち何度も起こりえます。感染しても自然に消えますが、

一部の人で数年～十数年かけて、前がん病変（がんに移行する前段階の病変）を経て子宮頸がんを発症します。 

 

【 ワクチンの種類と接種スケジュール 】 

● 定期接種対象者：小学６年生～高校１年生相当までの女子 

● ｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ接種対象者：平成 9 年度生まれ～平成 18 年度生まれまでの女子は、令和 7 年 3 月 31 日まで接種可 

（平成 19 年度生まれの方は、定期期間終了後に対象となります。） 

※ 原則として、同じ種類のワクチンを接種します。 

※ 医師と相談のうえ、2 価又は 4 価で 1 回又は 2 回接種した方が、残りの接種を 9 価に変更することも可能です。 

 

【 ワクチンの効果 】 

HPV には多くのタイプがあり、そ

の中でも、子宮頸がんの原因の 80～

90％（9 価ワクチン）、50％～70％（2

価・4 価ワクチン）の HPV の感染を

予防することができます。 

また、HPV 未感染者を対象とした

海外の報告では、感染及び前がん病

変の予防効果に関して、いずれのワ

クチンも高い有効性が示されており、

初回性交渉前の年齢層に接種するこ

とが、各国で推奨されています。 
 

【 ワクチン接種後の副反応 】 

HPVワクチン接種後には、多くの方に、接種部位の痛みや腫れ、赤み

などが起こることがあります。まれですが、重い症状（重いアレルギー

症状：呼吸困難やじんましん等（アナフィラキシー）、神経系の症状：

手足の力が入りにくい（ギラン・バレー症候群）、頭痛・嘔吐・意識低

下・急性散在性脳脊髄炎（ADEM）等）が起こることがあります。ワク

チンとの関係が不明なものも含めて、接種後に重篤な症状として報告

されたのは、接種者１万人あたり約６人です。 

痛みや緊張等によって、接種直後に一時的に失神や立ちくらみ等が

生じることがあります。失神による転倒を避けるため、接種後 30 分程

度は体重を預けることのできる背もたれのあるソファに座るなどして

様子を見るようにしてください。 
 
【 その他 】 

ワクチン接種歴にかかわらず、子宮頸がんを早期発見するため、

20 歳以降は定期的に子宮頸がん検診を受けることが重要です。 

  主に

尖圭コンジローマの原因

２ 価
（サーバリックス）

４ 価
（ガーダシル）

９ 価

（シルガード９）

１６・１８・３１・３３・

４５・５２・５８ 型
６・１１ 型

【15歳になってから接種を開始する場合】

 初回を0月として、以降2か月後、6か月後の 計3回

【15歳になるまでに接種を開始する場合】

 初回を0月として、以降6か月後の 計2回

 初回を0月として、以降1か月後、 6か月後の 計3回

標準接種スケジュールと接種回数

１６・１８ 型 ６・１１ 型  初回を0月として、以降2か月後、 6か月後の 計3回

ワクチン名

   対象となる HPV のタイプ

主に 子宮頸がんの原因

１６・１８ 型



【 接種方法 】 

(1) 契約医療機関での個別接種になります。別紙、「契約医療

機関一覧」を参照し予約をしてください。 

(2) 東京 2３区・三鷹市・武蔵野市の契約医療機関で接種で

きます。 

(3) 杉並区の予診票は、杉並区外転出後は使用できません。 

(4) 予防接種は保護者の同伴が必要です。13 歳以上の方は、

保護者が同伴しなくても接種ができます。その場合は、保

護者が予診票に署名してください。16 歳以上であれば、自

署となります。 

(5) 定期接種対象時期以外の接種は「任意接種（全額自己負

担）」となり、予診票は使用できません。 

【 予防接種を受ける前に 】 

(1) 今回受ける予防接種について、表面「予防接種の説明」

を読み、必要性や副反応についてよく理解した上で接種し

てください。分からないことは、必ず接種を受ける前に医

療機関で確認してください。 

(2) 当日は朝から接種を受けるお子さんの状態をよく観察し、

普段と変わりがないことを確認してください。 

(3) 予診票は医師への大切な情報です。正しく記入してくだ

さい。なお、体温は接種医療機関で測った数値を記入しま

す。 

(4) 接種当日は、母子健康手帳を持参し、接種を受けるお子

さんの日頃の健康状態をよく知っている保護者が付き添っ

てください。 

(5) 予防接種を受けた後、翌日以降に次の予防接種を受ける

ときは、予防接種法で定められた間隔をあける必要があり

ます。 

【 予防接種を受けることができない場合 】 

(1) 明らかに発熱している（37.5℃以上） 

(2) 明らかに重篤な急性疾患にかかっている 

(3) 受ける予防接種の接種液成分でアナフィラキシー（全身

にひどいじんましん・呼吸困難などの症状に引き続きショ

ック状態）を起こしたことがある 

(4)上記以外で、医師が不適当な状態と判断した場合 

※ 予診の結果、接種せず予診票の再交付をご希望の場合  

は、各保健センターまたは杉並区役所母子保健係で、母子

健康手帳を提示して申請ください。 

【 医師とよく相談しなくてはならない場合 】 

(1) 過去に先天性異常、心臓、腎臓、肝臓、脳神経、免疫不

全症、その他の病気や発育障害等で治療を受けている 

(2) 過去の予防接種で、接種後２日以内に発熱がみられた、

及び発疹、じんましんなどアレルギーと思われる異常がみ

られた 

(3) 今までにけいれん(ひきつけ)を起こしたことがある 

(4) 近親者が先天性免疫不全症である 

(5) 予防接種の接種液成分に対し、アレルギーがあるといわ

れたことがある（ワクチンの製造過程において、培養に使

う卵・ウシ・ブタ由来の成分、抗生物質、安定剤等が入っ

ているものがあります。） 

※ 該当すると思われる場合は、予診の際に医師とよく相談

してください。主治医やかかりつけ医師が別にいる場合は、

あらかじめ接種について相談してください。 

(6) 血小板減少症や凝固障害がある 

(7) 妊娠又は妊娠している可能性がある 

(8) 外傷等を契機として原因不明の疼痛が続いたことがある 

(9) ワクチン接種後に激しい疼痛や四肢のしびれが生じたこ

とがある 

※（8）（9）について、広範な疼痛または運動障害が起こる  

可能性が高いと考えられると指摘されています。 

【 予防接種を受けた後は 】 

(1) 接種後３０分間程度は、医師とすぐに連絡をとれるよう

にしておきましょう。急な副反応はこの間に起こることが

まれにあります。 

(2) 接種後、特に一週間は副反応の出現に注意しましょう。 

(3) 接種部位は清潔に保ちましょう。入浴は差し支えありま

せんが、注射した部位はこすらないでください。 

(4) 接種当日は、激しい運動を避けましょう。 

(5) 接種後、接種部位の異常な反応や体調の変化があった場

合は、速やかに医師の診察を受けましょう。 

【 健康被害救済制度 】 

定期接種によって引き起こされた副反応により、医療機関

での治療が必要になったり、生活に支障が出るような障害

を残すなどの健康被害が生じた場合には、予防接種法に基づ

く補償を受けることができます。 

健康被害の程度等に応じて、医療費、医療手当、障害児

養育年金、障害年金、死亡一時金、埋葬料の区分があり、

法律で定められた金額が支給されます。死亡一時金、埋葬

料以外については、治療が終了する又は障害が治癒する期

間まで支給されます。 

ただし、その健康被害が予防接種によって引き起こされ

たものか、別の要因（予防接種をする前あるいは後に紛れ

込んだ感染症あるいは別の原因等）によるものなのかの因

果関係を、予防接種・感染症医療・法律等、各分野の専門

家からなる国の審査会にて審議し、予防接種によるものと

認定された場合に補償を受けることができます。 

※ 給付申請の必要が生じた場合は、杉並保健所保健予防課

へお問い合わせください。 

 

 

杉並保健所 保健予防課  ３３９１－１０２５ 高円寺 保健センター ３３１１－０１１６ 

荻 窪 保健センター ３３９１－００１５ 上井草 保健センター ３３９４－１２１２ 

高井戸 保健センター ３３３４－４３０４ 和 泉 保健センター ３３１３－９３３１ 


